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合
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巻
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道
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番
四
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城
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告
示
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八
百
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三
号

　

道
路
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昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
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号
）
第
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条
第
一
項
の
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定
に
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き
、
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の
よ
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に
道
路
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。
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部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙

沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
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。



（3）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

泊
崎
半
島
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
大
磯
四
二
番
一
地
先
か

ら同
郡
同
町
歌
津
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一
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ま
で
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、
八
二
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・
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六
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、
八
七
一
・
八
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宮
城
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告
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第
八
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四
十
四
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道
路
法
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昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
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十
八
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二
項
の
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定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
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開
始
す
る
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で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙

沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
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類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

泊
崎
半
島
線

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
大
沼
二
一
八
番
三
九
地
先
か
ら

同
郡
同
町
歌
津
字
大
沼
一
九
五
番
地
先
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で

平
成
二
十
八
年
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月
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
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四
十
五
号
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築
士
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和
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年
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律
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四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

鈴
木　

三
郎

二
級
建
築
士

第
四
百
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

佐
藤　

八
郎

二
級
建
築
士

第
四
百
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

鈴
木　

亀
吉

二
級
建
築
士

第
四
百
二
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

高
橋　

清
七

郎

二
級
建
築
士

第
四
百
二
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

畠
山　

栄
三

郎

二
級
建
築
士

第
四
百
五
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

畠
山　

酉
藏

二
級
建
築
士

第
四
百
五
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

遠
藤　

勝
郎

二
級
建
築
士

第
四
百
六
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

畠
山　

丈
作

二
級
建
築
士

第
四
百
六
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

渡
辺　

喜
一

二
級
建
築
士

第
四
百
七
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

鈴
木　

清
人

二
級
建
築
士

第
四
百
七
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

豊
川　

藤
吉

二
級
建
築
士

第
四
百
八
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

早
坂　

美
代

助

二
級
建
築
士

第
四
百
八
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

千
葉　

竹
治

二
級
建
築
士

第
四
百
八
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

高
橋　

榮

二
級
建
築
士

第
四
百
九
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

米
谷　

久
藏

二
級
建
築
士

第
四
百
九
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

大
内　

竹
七

二
級
建
築
士

第
四
百
九
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

塚
田　

宗
興

二
級
建
築
士

第
五
百
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

佐
々
木　

文

之
助

二
級
建
築
士

第
五
百
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

杉
澤　

佐
造

二
級
建
築
士

第
五
百
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

関
根　

義
清

二
級
建
築
士

第
五
百
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

中
村　

宗
雄

二
級
建
築
士

第
五
百
二
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

佐
藤　

丑
太

郎

二
級
建
築
士

第
五
百
二
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

佐
藤　

市
之

進

二
級
建
築
士

第
五
百
二
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

岡
本　

末
治

二
級
建
築
士

第
五
百
三
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

千
葉　

末
松

二
級
建
築
士

第
五
百
三
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

三
浦　

初
五

郎

二
級
建
築
士

第
五
百
四
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

平
野　

新
治

郎

二
級
建
築
士

第
五
百
四
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

大
森　

富
資

二
級
建
築
士

第
五
百
四
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

渡
辺　

春
松

二
級
建
築
士

第
五
百
四
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

芳
賀　

東
之

亟

二
級
建
築
士

第
五
百
四
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

阿
部　

誠
一

二
級
建
築
士

第
五
百
四
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

木
村　

武
志

二
級
建
築
士

第
五
百
五
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

今
野　

勇
作

二
級
建
築
士

第
五
百
五
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

大
内　

與
三

郎

二
級
建
築
士

第
五
百
六
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

及
川　

眞

二
級
建
築
士

第
五
百
六
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

菅
原　

勝
栄

二
級
建
築
士

第
五
百
六
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

太
田　

市
吉

二
級
建
築
士

第
五
百
六
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

八
島　

源
彌

二
級
建
築
士

第
五
百
七
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

菅
野　

春
衛

二
級
建
築
士

第
五
百
八
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

佐
藤　

眞
七

二
級
建
築
士

第
五
百
九
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

今
野　

善
治

二
級
建
築
士

第
五
百
九
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
十
月
四

日

小
野　

金
治

郎

二
級
建
築
士

第
五
百
九
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

公　
　
　

告

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
道
合
六
十
八
番
二
の
一
部
、
六

十
九
番
四
の
一
部
、
六
十
九
番
五
、
七
十
番
二
、
七
十
一

番
二
、
七
十
二
番
二
の
一
部
、
九
十
二
番
二
の
一
部
、
九

十
三
番
一
、
九
十
三
番
二
、
九
十
四
番
一
、
九
十
四
番
二
、

九
十
五
番
一
、
九
十
五
番
二
、
九
十
五
番
三
、
九
十
六
番

一
の
一
部
、
九
十
六
番
二
の
一
部
、
九
十
六
番
三
の
一
部
、

九
十
六
番
四
、
九
十
六
番
五
の
一
部
、
九
十
六
番
六
の
一

部
、
百
三
十
五
番
八
、
百
四
十
一
番
一
、
百
四
十
一
番
二
、

百
四
十
一
番
三
、
百
四
十
一
番
四
、
百
四
十
二
番
、
百
四

十
三
番
、
百
四
十
三
番
一
、
六
十
八
番
二
地
先
の
道
の
一

部
、
六
十
八
番
二
地
先
の
水
の
一
部
、
六
十
九
番
四
地
先

の
水
の
一
部
、
九
十
三
番
二
地
先
の
水
の
一
部
、
九
十
六

番
五
地
先
の
水
の
一
部

 

山
元
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
建
設
工
事
の
名
称　

宮
城
県
防
災
行
政
無
線
設
備
（
地
上
系
）
更
新
工
事
（
平
成
二
十
八
年
度
危
一

－

〇
〇
一
号
）

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
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目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
八
月
十
七
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
東
芝
東
北
支
社　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
二
丁
目
一

番
二
十
九
号

五　

落
札
金
額　

三
十
億
四
千
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
）

六　

契
約
の
相
手
を
決
定
し
た
手
続
き　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
六
月
七
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
宮

城
県
理
学
療
法

士
連
盟
支
部

榊　
　
　

望

羽
田　

智
大

仙
台
市
泉
区
桂
一

－

一
四

－
四

〇

平
成
二
十
八
年

 
九
月
十
二
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

公
職
の
候
補
者

の
氏
名
及
び
公

職
の
種
類
（
第

二
号
）

届
出
年
月
日

一
條
芳
弘
後
援

会

一
條　

芳
弘

一
條　

利
美

柴
田
郡
柴
田

町
東
船
迫
一

－

三

衆
議
院
議
員

一
條　

芳
弘
、

衆
議
院
議
員

平
成
二
十
八
年

 

九
月
十
三
日

　

ロ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

菊
地
忠
久
後
援
会

稲
村　

祐
之

菊
地
芽
久
美

白
石
市
鷹
巣
西
二

－

一

－

三
八

平
成
二
十
八
年

 

九
月
二
十
一
日

菅
原
正
剛
後
援
会

山
田　

悦
郎

二
上　

信
昭

栗
原
市
瀬
峰
長
者
原
五
四

－

六

平
成
二
十
八
年

 

九
月
十
六
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
川
崎
町
支

部

森
岡　

孝
七

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

柴
田
郡
川
崎
町
大

字
今
宿
字
野
上
上

一
〇
七

－

一

柴
田
郡
川
崎
町
大

字
前
川
字
松
葉
森

山
一
二

－

五

平
成
二
十
八
年

 

九
月
十
日

代

表

者

の

氏

名

森
岡　

孝
七

丹
野　

喜
正

自
由
民
主
党
宮
城
県
宅

建
支
部

本
間　

裕
治

代

表

者

の

氏

名

本
間　

裕
治

大
城　

秀
峰

平
成
二
十
八
年

 

五
月
三
十
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

高
橋　
　

修

早
坂　
　

隆

自
由
民
主
党
山
元
町
支

部

岩
佐　
　

隆

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

亘
理
郡
山
元
町
つ

ば
め
の
杜
二

－

一

－

八

亘
理
郡
山
元
町
坂

元
字
中
浜
二
四

平
成
二
十
八
年

 

八
月
二
十
六
日

代

表

者

の

氏

名

岩
佐　
　

隆

島
田　

敬
二

会
計
責
任
者

の

氏

名

松
田　

正
雄

渡
辺
庚
午
郎

日
本
維
新
の
会
衆
議
院

宮
城
県
第
１
選
挙
区
支

部

畠
山　

昌
樹

政
治
団
体
の

名

称

日
本
維
新
の
会
衆

議
院
宮
城
県
第
１

選
挙
区
支
部

お
お
さ
か
維
新
の

会
衆
議
院
宮
城
県

第
１
選
挙
区
支
部

平
成
二
十
八
年

 

八
月
二
十
三
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

あ
べ
ま
さ
き
を
囲
む
会

宮
内　

弘
晶

会
計
責
任
者

の

氏

名

柏
原　
　

桂

高
嶋　

啓
佑

平
成
二
十
八
年

 

九
月
一
日

木
村
し
ん
い
ち
後
援
会

佐
々
木
秀
子

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

角
田
市
角
田
字
泉

町
三
九

－

一

角
田
市
角
田
字
町

一
七
九

－

五

平
成
二
十
八
年

 

九
月
二
十
二
日



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報

電
機
連
合
宮
城
地
協
政

治
活
動
委
員
会

児
玉　

健
一

代

表

者

の

氏

名

児
玉　

健
一

釜
石　

行
雄

平
成
二
十
八
年

 

九
月
十
六
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

石
山　

光
広

小
野　

文
雄

畠
山
昌
樹
の
会

畠
山　

昌
樹

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
清

水
小
路
八

－

三

仙
台
市
若
林
区
河

原
町
一
丁
目
二
番

一
四

－

六
〇
六
号

平
成
二
十
八
年

 

九
月
一
日

宮
城
県
宅
建
政
治
連
盟

本
間　

裕
治

代

表

者

の

氏

名

本
間　

裕
治

伊
藤
昭
太
郎

平
成
二
十
八
年

 

五
月
三
十
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

阿
部　

倫
明

髙
橋　
　

尚

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

高
橋
勝
後
援
会

須
藤　

晴
男

平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
七
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

　

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

指
定
年
月
日

一
條　

芳
弘

衆
議
院
議
員

一
條
芳
弘
後
援
会

柴
田
郡
柴
田
町
東
船
迫
一

－

三

平
成
二
十
八
年

 

九
月
五
日

畠
山　

昌
樹

衆
議
院
議
員

畠
山
昌
樹
の
会

仙
台
市
若
林
区
清
水
小
路
八

－

三

平
成
二
十
八
年

 

九
月
一
日

公
安
委
員
会

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

高
橋
勝
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ２

. 25（
28. ９

. 16解
散
）

１
　
収
入
総
額

379,452

　
　
　
前
年
繰
越
額

379,452

２
　
支
出
総
額

0 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

高
橋
勝
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ９

. 16（
28. ９

. 16解
散
）

１
　
収
入
総
額

379,452 

　
　
　
前
年
繰
越
額

379,452 

２
　
支
出
総
額

0 

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
14号

　
飲
食
店
等
営
業
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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平
成
28年
10月
14日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
相
澤
　
博
彦
　
　

　
　
　
 飲
食
店
等
営
業
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

　
（
飲
食
店
等
営
業
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
 1
条
　
飲
食
店
等
営
業
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
14年
宮

城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
９
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
２
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
2
号
（
第
５
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
氏
名
又
は
商
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
さ
ら
に
代
表
者
の
氏
名
）

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
指
　
　
　
　
　
　
示
　
　
　
　
　
　
書

　
飲
食
店
等
営
業
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
14年
宮
城
県
条
例
第
43

号
）
第
９
条
第
　
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
指
示
す
る
。

　
記

営
業
所
の
名
称

営
業
所
の

所
在

地

指
示
事
項

指
示
理
由

履
行
期
間
 

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で
の
間
　
　
　

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。
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１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
３
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
様
式
第
3
号
（
第
６
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
氏
名
又
は
商
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
さ
ら
に
代
表
者
の
氏
名
）

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
営

業
停

止
命

令
書

　
飲
食
店
等
営
業
に
係
る
不
当
な
勧
誘
、
料
金
の
取
立
て
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
14年
宮
城
県
条
例
第
43

号
）
第
10条
第
　
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
。

　
記

営
業
所
の
名
称

営
業
所
の

所
在

地

営
業
停
止
期
間
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

 
日
間
　

命
令
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （10）宮　　城　　県　　公　　報
　
（
質
屋
営
業
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
 2
条
　
質
屋
営
業
法
施
行
細
則
（
平
成
17年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
16号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
２
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
2
号
（
第
３
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
不

許
可

通
知

書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
質
屋
営
業
に
つ
い
て
は
、
質
屋
営
業
法
第
３
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
許
可
を
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

　
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（11）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
８
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （12）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
8
号
（
第
15条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
質
屋
許
可
取
消
通
知
書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
項
　

　
質
屋
営
業
法
第
25条
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り
、
質
屋
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
通
知
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
項
　

　
許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

　
取
消
し
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

　
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（13）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
９
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
9
号
（
第
15条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
質
屋
営
業
停
止
命
令
書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
項
　

　
質
屋
営
業
法
第
25条
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
質
屋
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
項
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
か
ら

　
停
止
の
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で

　
停
止
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （14）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
（
古
物
営
業
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
 3
条
　
古
物
営
業
法
施
行
細
則
（
平
成
17年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
17号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
１
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（15）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
1
号
（
第
２
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
不

許
可

通
知

書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
古
物
営
業
に
つ
い
て
は
、
古
物
営
業
法
第
３
条
の
規
定
に

よ
り
許
可
を
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

　
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

　
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （16）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
２
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
2
号
（
第
３
条
、
第
11条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
許
可
取
消
処
分
通
知
書

　
住
所
又
は
居
所

　
許
可
年
月
日
　

　
許
可
証
番
号
　

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
第
６
条
　

　
古
物
営
業
法
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り
、
古
物
営
業
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
通
知
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
24条
　

　
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（17）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
４
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （18）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
4
号
（
第
５
条
、
第
14条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
承
認
取
消
処
分
通
知
書

　
住
所
又
は
居
所

　
様

式
　

　
承
認
年
月
日
　

　
承
認
番
号
　

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
行
商
従
業
者
証
等
の
様
式
の
承
認
に
関
す
る
規
程
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
、
様
式
の
承
認
古
物
営
業
法
施
行

規
則
第
29条
の
規
定
に
よ
り
盗
品
売
買
等
防
止
団
体
の
承
認
を
取
り
消
し
た
の
で
通
知
す
る
。

　
取
消
年
月
日

　
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

　
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（19）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
７
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
7
号
（
第
８
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
不

認
定

通
知

書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
に
係
る
業
務
の
実
施
の
方
法
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
認
定
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

　
営
業
を
示
す
も
の
と
し
て

　
使
用
す
る
名
称
　

　
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （20）宮　　城　　県　　公　　報
　
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
８
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（21）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
8
号
（
第
９
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
認
定
取
消
通
知
書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
古
物
営
業
法
施
行
規
則
　
第
19条
の
10第
１
項

第
19条
の
14第
１
項
　
の
規
定
に
よ
り
、
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の

認
定
を
取
り
消
し
た
の
で
通
知
す
る
。

　
認
定
年
月
日
、
認
定
番
号
及
び
営
業
を
示
す
も
の
と
し
て
使
用
す
る
名
称

　
取
消
し
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考

　
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （22）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
９
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
9
号
（
第
10条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
指

示
書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
古
物
営
業
法
第
23条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

　
指
示
事
項

　
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（23）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
10号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （24）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
10号
（
第
11条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
営
業
停
止
命
令
書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
古
物
営
業
法
第
24条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
古
物
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
。

　
停
止
の
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
か
ら

　
停
止
の
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で

　
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（25）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
11号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
11号
（
第
13条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
号
　

　
不

承
認

通
知

書

　
住
所
又
は
居
所

　
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
盗
品
売
買
等
防
止
団
体
に
つ
い
て
は
、
古
物
営
業
法
施
行

規
則
第
23条
の
規
定
に
よ
り
承
認
を
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

　
理
由

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （26）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
（
迷
惑
行
為
防
止
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
 4
条
　
迷
惑
行
為
防
止
条
例
施
行
規
則
（
平
成
19年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
１
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（27）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
1
号
（
第
２
条
関
係
）

 
宮
　
　
　
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
住
　
　
所

　
ふ
り
が
な

　
氏
　
　
名

　
生
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
（
　
　
　
歳
）

 
所
　
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
階
　
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
命

令
書

　
あ
な
た
が
行
っ
た
下
記
の
誘
引
行
為
は
、
迷
惑
行
為
防
止
条
例
（
昭
和
42年
宮
城
県
条
例
第
29号
）
第
７
条

第
３
項
の
規
定
に
違
反
す
る
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
誘
引
行
為
を
や
め
る
べ
き
旨
を
命
ず

る
。

　
記

　
１
　
日
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
分
頃

　
２
　
場
　
所

　
３
　
内
　
容

　
　
　
　
□
 　
歓
楽
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
方
法
に
よ
り
異
性
の
客
を
も
て
な
し
て
飲
食
を
さ
せ
る
行
為
又
は

こ
れ
を
仮
想
し
た
も
の
の
提
供
（
人
の
通
常
衣
服
で
隠
さ
れ
て
い
る
身
体
又
は
下
着
に
接
触
し
、

又
は
接
触
さ
せ
る
卑
わ
い
な
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）
を
受
け
る
客
と
な
る
よ
う
に
、
人
に

呼
び
掛
け
、
又
は
ビ
ラ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
を
配
布
し
、
若
し
く
は
提
示
し
て
誘
引
し
た
も

の
　
　
　
　
□
 　
歓
楽
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
方
法
に
よ
り
異
性
の
客
を
も
て
な
し
て
飲
食
を
さ
せ
る
行
為
（
人

の
通
常
衣
服
で
隠
さ
れ
て
い
る
身
体
又
は
下
着
に
接
触
し
、
又
は
接
触
さ
せ
る
卑
わ
い
な
も
の
で

あ
る
場
合
を
除
く
。）
を
す
る
役
務
に
従
事
す
る
者
と
な
る
よ
う
に
、
人
に
呼
び
掛
け
、
又
は
ビ

ラ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
を
配
布
し
、
若
し
く
は
提
示
し
て
誘
引
し
た
も
の

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （28）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
２
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
2
号
（
第
２
条
関
係
）

 
宮
　
　
　
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
住
　
　
所

　
ふ
り
が
な

　
氏
　
　
名

　
生
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
（
　
　
　
歳
）

 
所
　
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
階
　
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
命

令
書

　
あ
な
た
が
行
っ
た
下
記
の
客
引
き
等
の
相
手
方
と
な
る
べ
き
者
を
待
つ
行
為
は
、
迷
惑
行
為
防
止
条
例
（
昭

和
42年
宮
城
県
条
例
第
29号
）
第
７
条
第
５
項
の
規
定
に
違
反
す
る
の
で
、
同
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、
当

該
行
為
を
や
め
る
べ
き
旨
を
命
ず
る
。

　
記

　
１
　
日
　
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　
　
　
時
　
　
　
分
頃

　
２
　
場
　
所

　
３
　
内
　
容

　
　
□
 　
次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
、
客
引
き
を
す
る
目
的
で
、
公
衆
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
方
法
で
客
引

き
等
の
相
手
方
と
な
る
べ
き
者
を
待
っ
て
い
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
見
せ
物
又
は
こ
れ
を
仮
装
し
た
も
の
の
観
覧

　
　
　
　
□
　
人
の
性
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
□
物
品
又
は
こ
れ
を
仮
装
し
た
も
の
の
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
行
為
又
は
こ
れ
を
仮
装
し
た
も
の
の
提
供

　
　
　
　
□
 　
歓
楽
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
方
法
に
よ
り
異
性
の
客
を
も
て
な
し
て
飲
食
を
さ
せ
る
行
為
又
は

こ
れ
を
仮
装
し
た
も
の
の
提
供

　
　
□
 　
次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
、
客
と
な
る
よ
う
に
誘
引
す
る
目
的
で
、
公
衆
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な

方
法
で
客
引
き
等
の
相
手
方
と
な
る
べ
き
者
を
待
っ
て
い
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
見
せ
物
又
は
こ
れ
を
仮
装
し
た
も
の
の
観
覧

　
　
　
　
□
　
人
の
性
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
□
物
品
又
は
こ
れ
を
仮
装
し
た
も
の
の
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
行
為
又
は
こ
れ
を
仮
装
し
た
も
の
の
提
供

　
　
　
　
□
 　
歓
楽
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
方
法
に
よ
り
異
性
の
客
を
も
て
な
し
て
飲
食
を
さ
せ
る
行
為
又
は

こ
れ
を
仮
装
し
た
も
の
の
提
供
（
当
該
提
供
に
係
る
行
為
が
、
人
の
通
常
衣
服
で
隠
さ
れ
て
い
る

身
体
又
は
下
着
に
接
触
し
、
又
は
接
触
さ
せ
る
卑
わ
い
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）

　
　
□
 　
次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
、
当
該
行
為
を
す
る
役
務
に
従
事
す
る
よ
う
勧
誘
す
る
目
的
で
、
公
衆

の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
方
法
で
客
引
き
等
の
相
手
方
と
な
る
べ
き
者
を
待
っ
て
い
た
も
の

　
　
　
　
□
 　
人
の
性
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
行
為
（
当
該
行
為
を
撮
影
す
る
た
め
の
被
写
体
と
な
る
行
為
を
含

む
。）

　
　
　
　
□
　
歓
楽
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
方
法
に
よ
り
異
性
の
客
を
も
て
な
し
て
飲
食
を
さ
せ
る
行
為

　
　
□
 　
次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
、
当
該
行
為
を
す
る
役
務
に
従
事
す
る
よ
う
誘
引
す
る
目
的
で
、
公
衆

の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
方
法
で
客
引
き
等
の
相
手
方
と
な
る
べ
き
者
を
待
っ
て
い
た
も
の

　
　
　
　
□
 　
人
の
性
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
行
為
（
当
該
行
為
を
撮
影
す
る
た
め
の
被
写
体
と
な
る
行
為
を
含

む
。）

　
　
　
　
□
 　
歓
楽
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
方
法
に
よ
り
異
性
の
客
を
も
て
な
し
て
飲
食
を
さ
せ
る
行
為
の
提

供
（
当
該
提
供
に
係
る
行
為
が
、
人
の
通
常
衣
服
で
隠
さ
れ
て
い
る
身
体
又
は
下
着
に
接
触
し
、

又
は
接
触
さ
せ
る
卑
わ
い
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）

　
備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（29）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
３
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （30）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
3
号
（
第
４
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
氏
名
又
は
商
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
さ
ら
に
代
表
者
の
氏
名
）

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
指
　
　
　
　
　
　
示
　
　
　
　
　
　
書

 　
迷
惑
行
為
防
止
条
例
（
昭
和
42年
宮
城
県
条
例
第
29号
）
第
13条
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
指
示
す
る
。

　
記

営
業
所
の
名
称

営
業
所
の
所
在
地

指
示
事
項

指
示
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（31）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
４
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
4
号
（
第
５
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
氏
名
又
は
商
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
さ
ら
に
代
表
者
の
氏
名
）

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
事

業
停

止
命

令
書

　
迷
惑
行
為
防
止
条
例
（
昭
和
42年
宮
城
県
条
例
第
29号
）
第
14条
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
事
業
の
停
止

を
命
じ
る
。

　
記

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の

所
在

地

事
業
停
止
期
間
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

 
日
間

命
令
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （32）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
（
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
探
偵
業
者
へ
の
監
督
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
 5
条
　
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
探
偵
業
者
へ
の
監
督
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
19年
宮

城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
11号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
１
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（33）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
1
号
（
第
２
条
関
係
）

　
報
告
・
資
料
提
出
要
求
書

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
　
　
　
　
　
　
所

　
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

　
代
表
者
の
氏
名
）
　

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
 　
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
13条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
報
告
・
資
料
の
提
出

を
求
め
ま
す
。

　
記

提
出
を
求
め
る

報
告
・
資
料

理
由

提
出
場
所

提
出
期
限

　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （34）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
３
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
3
号
（
第
４
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
指

示
書

　
住
　
　
　
　
　
　
　
所

　
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

　
代
表
者
の
氏
名
）
　

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
 　
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
14条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

違
反
事
項

指
示
事
項

理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（35）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
４
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （36）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
4
号
（
第
５
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
営
業
停
止
命
令
書

　
住
　
　
　
　
　
　
　
所

　
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

　
代
表
者
の
氏
名
）
　

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
 　
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
15条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、次
の
と
お
り
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
。

停
止
の
範
囲

停
止
の
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
日
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で

処
分
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（37）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
５
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
5
号
（
第
５
条
関
係
）

 
宮
公
委
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
営
業
廃
止
命
令
書

　
住
　
　
　
　
　
　
　
所

　
商
号
、
名
称
又
は
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

　
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

　
代
表
者
の
氏
名
）
　

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
 　
探
偵
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
15条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、次
の
と
お
り
営
業
の
廃
止
を
命
ず
る
。

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

代
表
者
の
氏
名
）

住
所

処
分
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （38）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
（
警
備
業
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
 6
条
　
警
備
業
法
施
行
細
則
（
平
成
20年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
１
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（39）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
1
号
（
第
２
条
、
第
３
条
関
係
）

　
不

認
定

認
定
証
不
更
新
　
　
通
　
知
　
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
 　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
　
警
備
業
の
認
定

認
定
証
の
有
効
期
間
の
更
新
　
に
つ
い
て
は
、
次
の
理
由
に

よ
り
　
認

定
認
定
証
の
有
効
期
間
の
更
新
　
を
し
な
い
の
で
、
警
備
業
法
　
第
５
条
第
３
項

第
７
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
。

申
請
者
氏
名
又
は
名
称

住
所

理
由

備
考
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （40）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
２
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
2
号
（
第
４
条
関
係
）

　
認
定
取
消
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
 　
警
備
業
法
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
認
定
を
取
り
消
し
た
の
で
通
知
す
る
。

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

認
定

年
月

日
 
年
　
　
月
　
　
日
認
定
証
の
番
号

認
定
を
取
り
消
し
た
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（41）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
４
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （42）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
4
号
（
第
７
条
関
係
）

　
資
格
者
証
不
交
付
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証

 　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
交
付
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証
　

　
 　
警
備
業
法
第
22条
第
４
項

は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
行
わ
な
い
の

　
 　
警
備
業
法
第
42条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
22条
第
４
項

で
通
知
す
る
。

申請者

住
所

氏
名

生
年
月
日

 
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生

理
由

備
考
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（43）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
５
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
5
号
（
第
８
条
関
係
）

資
格
者
証
返
納
命
令
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
　
　
　
　
　
第
22条
第
７
項

　
警
備
業
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り
　
　
　
　
　
公
安
委
員

　
　
　
　
　
　
第
42条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
22条
第
７
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証

会
第
　
　
　
　
　
　
　
号
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
交
付
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
警
備
業
務
管
理
者
資
格
者
証

納
を
命
ず
る
。

本
籍
　
　

氏
名

生
年
月
日
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生

理
由

備
考
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （44）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
６
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（45）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
6
号
（
第
９
条
関
係
）

講
習
修
了
証
明
書
不
交
付
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
か
ら
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で
実
施
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
に
係
る

講
習
修
了
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
交
付
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

受講者

住
所

氏
名

生
年
月
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生

理
　
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （46）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
９
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
9
号
（
第
10条
関
係
）

警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
兼
任
不
承
認
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
次
の
営
業
所
に
対
し
て
、
警
備
業
法
施
行
規
則
第
39条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
の
兼
任

を
承
認
し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
通
知
す
る
。

認
定

番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
安
委
員
会
　
第
 

号
　

警
備
員
指
導

教
育
責
任
者

住
所

氏
名

資
格
者
証
交
付
公
安
委
員
会
交
付
年
月
日
番
 

号

 
公
安
委
員
会
　
年

月
日

主
た

る

営
業

所

所
在
地

名
称

専
任

の

営
業

所

所
在
地

名
称

兼
任
し
よ
う
と

す
る
営
業
所

所
在
地

名
称

理
　
　
　
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（47）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
14号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （48）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
14号
（
第
13条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
所

　
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

不
　
指
　
定
　
通
　
知
　
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
条
第
４
号
の
基
本
教
育

　
警
備
員
教
育
を
行
う
者
等
を
定
め
る
規
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
う
に
つ
い
て
十
分
な
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
条
第
５
号
の
業
務
別
教
育

力
を
有
す
る
者
と
し
て
の
指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
指
定
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

　
理
由

備
考
　
１
　
不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（49）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
17号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
17号
（
第
14条
関
係
）

１
級
検
定
受
検
資
格
不
認
定
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
　
所

　
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
第
８
条
第
２
号
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
　
　
　
　
　
）
の
受
検
資

格
を
有
す
る
者
と
は
認
定
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

　
理
　
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （50）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
20号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（51）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
20号
（
第
15条
関
係
）

合
格
証
明
書
不
交
付
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
所

　
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
警
備
業
法
第
23条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
22条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
合
格
証
明
書
を
交
付
し

な
い
こ
と
と
し
た
の
で
通
知
す
る
。

　
理
　
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （52）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
21号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
21号
（
第
16条
関
係
）

合
格
証
明
書
返
納
命
令
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
警
備
業
法
第
23条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
22条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
　
　
　
　
　
公
安
委
員

会
第
　
　
　
　
　
　
　
号
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
交
付
の
合
格
証
明
書
の
返
納
を
命
ず
る
。

氏
名

生
年
月
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生

住
所

警
備
業
務
の
種
別
及
び
級

 
警
備
業
務
　
第
　
　
　
　
　
　
級

理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（53）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
22号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （54）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
22号
（
第
17条
関
係
）

成
績
証
明
書
不
交
付
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
に
 実
施
し
た
検
定
の
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
に
係
る
成
績
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
交
付
し
な
い
の
で
通
知
す
る
。

申請者

住
所

氏
名

生
年
月
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生

理
　
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（55）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
25号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
25号
（
第
19条
関
係
）

機
械
警
備
対
象
施
設
特
例
不
承
認
通
知
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
次
の
対
象
施
設
に
対
し
て
、
警
備
業
法
施
行
細
則
第
19条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
即
応
体
制
の
整
備
の
基
準
に
つ

い
て
の
特
例
を
承
認
し
な
い
こ
と
と
し
た
の
で
通
知
す
る
。

認
定

番
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
安
委
員
会
　
第
 

号
　

基
地
局

名
称

所
在
地

対
象
施
設

名
称

所
在
地

特
例
を
認
め
な
い
こ
と
と
し
た
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （56）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
26号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（57）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
26号
（
第
21条
関
係
）

報
告
・
資
料
提
出
要
求
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
警
備
業
法
第
46条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
。

報
告
又
は
資
料
の
提

出
を
求
め
る
事
項

理
由

報
告
又
は
資
料
の

提
出

場
所
 

警
　
察
　
署
　
　
　

提
出

期
限
 
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
午
前
・
後
　
　
　
時
　
　
　
分
ま
で
　

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （58）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
27号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
27号
（
第
22条
関
係
）

指
　
　
　
示
　
　
　
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
　
　
　
所

　
氏
名
又
は
名
称

　
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
警
備
業
法
第
48条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

違
反

事
項

指
示

事
項

理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（59）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
28号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （60）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
28号
（
第
23条
関
係
）

営
　
業
　
停
　
止
　
命
　
令
　
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
　
　
　
所

　
氏
名
又
は
名
称

　
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
警
備
業
法
第
49条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
。

停
止
の
範
囲

停
止
の
期
間
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
か
ら
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
日
間
）

　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日
ま
で

処
分
の
理
由

備
考
　
１
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

　
２
　
「
処
分
の
理
由
」
に
は
、
違
反
事
項
、
事
案
の
概
要
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（61）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
29号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
29号
（
第
23条
関
係
）

営
　
業
　
廃
　
止
　
命
　
令
　
書

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
住
　
　
　
　
所

　
氏
名
又
は
名
称

　
代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

　
警
備
業
法
第
49条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
営
業
の
廃
止
を
命
ず
る
。

氏
名
又
は
名
称

住
所

代
表
者
の
氏
名

処
分
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （62）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
 6
条
　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
22年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規

則
第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
７
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（63）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
7
号
（
第
４
条
、
第
９
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

営
　
業
　
許
　
可
　
取
　
消
　
通
　
知
　
書

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年
法
律
第
122号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
　
　
条
第
　
　
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
風
俗
営
業
の
許
可
を
取
り
消
す
の
で
通
知
す
る
。

記

営
業
所
の
名
称

営
業
所
の
所
在
地

営
業
の
種
別
法
第
２
条
第
１
項
第
　
　
号
（
　
　
　
　
　
　
　
）

取
消
し
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （64）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
８
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
8
号
（
第
４
条
、
第
９
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

営
　
業
　
許
　
可
　
取
　
消
　
通
　
知
　
書

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
122号

）
第
　
　
　
条
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
規
定
に
よ
り
、

下
記
の
と
お
り
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
許
可
を
取
り
消
す
の
で
通
知
す
る
。

記

営
業
所
の
名
称

営
業
所
の
所
在
地

取
消
し
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（65）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
20号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （66）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
20号
（
第
９
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

営
　
業
　
停
　
止
　
命
　
令
　
書

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
122号

）
第
　
　
条
第
　
　
項

の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
。記

営
 業
 所
 の
 名
 称
 

又
は

呼
称

営
業
所
又
は
事

務
所
の
所
在
地

営
業
停
止
期
間

命
令
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（67）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
21号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
21号
（
第
９
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

飲
食
店
営
業
停
止
命
令
書

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
122号

）
第
　
　
条
第
　
　
項

の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
飲
食
店
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
。

記

営
業
所
の
名
称
 

営
業
所
の

所
在

地

営
業
停
止
期
間

命
令
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （68）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
22号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（69）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
22号
（
第
９
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

営
　
業
　
廃
　
止
　
命
　
令
　
書

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
122号

）
第
　
　
条
第
　
　
項

の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
営
業
の
廃
止
を
命
ず
る
。記

営
業
所
の
名
称

又
は
呼
称

営
業
所
又
は
受

付
所
の
所
在
地

命
令
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （70）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
23号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
23号
（
第
11条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

報
告
（
資
料
提
出
）
要
求
書

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年
法
律
第
122号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
37条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
報
告
（
資
料
の
提
出
）
を
求
め
ま
す
。

記

（事務所）

営業所

所
在

地

営
業
種
別
法
第
２
条
第
　
　
　
項
第
　
　
　
号
の
営
業
（
　
　
　
　
　
　
　
）

名
称
、
氏
名

報
告
（
資
料
の
提
出
）

を
 求
 め
 る
 事
 項

理
由

報
 告
 又
 は
 資
 料
 の

提
出

場
所

提
出

期
限
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



（71）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
 7
条
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
細
則
（
平
成
22年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
11号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
10号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （72）宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
10号
（
第
12条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

報
　
告
　
要
　
求
　
書

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
　
　
条
第
　
　
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
報
告
を
求
め
ま
す
。

記

本
籍

住
所

氏
名

生
年

月
日

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生
（
　
　
　
　
歳
）

報
告
を
求
め
る
事
項

理
由

報
告
又
は
資
料
の

提
出

場
所

提
出

期
限

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
ま
で

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。



（73）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
別
記
様
式
第
12号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
12号
（
第
14条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

所
持
許
可
取
消
通
知
書

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
11条
第
　
　
項
第
　
　
号
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
　
　
　
　
　
　
　
の

所
持
許
可
を
取
り
消
す
の
で
通
知
す
る
。

記

処
分
に
係
る
銃
砲
の

種
類
、
許
可
年
月
日

許
可
番
号
、
商
品
名

及
び
銃
番
号

銃
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

許
可
年
月
日

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

許
可
番
号
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

商
品
名

銃
番
号

本
籍
・
住
所
・
職
業

氏
名
・
生
年
月
日

本
籍

住
所

職
業

氏
名

生
年
月
日

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生
（
　
　
　
　
歳
）

取
消
し
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。



第2800号　平成28年10月14日　金曜日 （74）宮　　城　　県　　公　　報
１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

　
　
別
記
様
式
第
13号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（75）　平成28年10月14日　金曜日 第2800号宮　　城　　県　　公　　報
別
記
様
式
第
13号
（
第
15条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
印
　

年
少
射
撃
資
格
認
定
取
消
通
知
書

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
11条
の
３
第
　
　
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を

取
り
消
す
の
で
通
知
す
る
。

記

年
少
射
撃
資
格
認
定
証

番
号

交
付
年
月
日

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

交
付
者

本
籍
・
住
所

氏
名
・
生
年
月
日

本
籍

住
所

氏
名

生
年
月
日

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生
（
　
　
　
　
歳
）

取
消
し
の
理
由

備
考
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
。

１
 　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月

以
内
に
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

２
 　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
、

宮
城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
、
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。）、

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
た
だ
し
、
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場

合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内

に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
審
査
請

求
に
対
す
る
裁
決
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
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附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
140号

　
警
備
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
16年
法
律
第
50号
）
附
則
第
５
条
に
規
定
す
る
審
査
の
う
ち
、
警
備
員

等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号
。
以
下
「
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
附
則
第

７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
検
定
合
格
者
審
査
（
以
下
「
審
査
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
28年
10月
14日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
相
澤
　
博
彦
　
　

１
　
審
査
に
係
る
警
備
業
務
の
種
別
及
び
級

　
⑴
 　
検
定
規
則
第
１
条
第
１
号
に
規
定
す
る
空
港
そ
の
他
の
飛
行
場
に
お
い
て
航
空
機
の
強
取
等
の
事
故
の
発
生
を

警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
（
航
空
機
に
持
ち
込
ま
れ
る
物
件
の
検
査
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
空
港
保
安
警

備
業
務
」
と
い
う
。）
に
係
る
１
級
及
び
２
級

　
⑵
 　
検
定
規
則
第
１
条
第
２
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
対
象
施
設
の
破
壊
等
の
事
故
の
発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る

業
務
（
以
下
「
施
設
警
備
業
務
」
と
い
う
。）
に
係
る
１
級
及
び
２
級

　
⑶
 　
検
定
規
則
第
１
条
第
４
号
に
規
定
す
る
工
事
現
場
そ
の
他
人
又
は
車
両
の
通
行
に
危
険
の
あ
る
場
所
に
お
け
る

負
傷
等
の
事
故
の
発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
（
交
通
の
誘
導
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
交
通
誘
導
警

備
業
務
」
と
い
う
。）
に
係
る
１
級
及
び
２
級

　
⑷
 　
検
定
規
則
第
１
条
第
５
号
に
規
定
す
る
運
搬
中
の
核
燃
料
物
質
等
危
険
物
に
係
る
盗
難
等
の
事
故
の
発
生
を
警

戒
し
、
防
止
す
る
業
務
（
以
下
「
核
燃
料
物
質
等
危
険
物
運
搬
警
備
業
務
」
と
い
う
。）
に
係
る
１
級
及
び
２
級

　
⑸
 　
検
定
規
則
第
１
条
第
６
号
に
規
定
す
る
運
搬
中
の
現
金
、
貴
金
属
、
有
価
証
券
等
の
貴
重
品
に
係
る
盗
難
等
の

事
故
の
発
生
を
警
戒
し
、
防
止
す
る
業
務
（
以
下
「
貴
重
品
運
搬
警
備
業
務
」
と
い
う
。）
に
係
る
１
級
及
び
２

級

２
　
実
施
期
日

　
　
平
成
28年
11月
28日
（
月
）
午
前
９
時
30分
か
ら

３
　
実
施
場
所

　
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
丁
目
８
番
１
号

　
　
宮
城
県
警
察
本
部

４
　
審
査
定
員

　
　
前
記
１
に
掲
げ
る
警
備
業
務
の
種
別
１
級
及
び
２
級
あ
わ
せ
て
20人

５
　
審
査
対
象
者

　
 　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
検
定
規
則
附
則
第
７
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
の
全
部
を
免
除
さ
れ
る
者
を
除
く
。

　
⑴
　
空
港
保
安
警
備
業
務
１
級

　
　
 　
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
61年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
検
定
（
以
下
「
旧
検
定
」

と
い
う
。）
の
空
港
保
安
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
に
合
格
し
た
者

　
⑵
　
施
設
警
備
業
務
１
級
　

　
　
　
旧
検
定
の
常
駐
警
備
に
係
る
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
に
合
格
し
た
者

　
⑶
　
交
通
誘
導
警
備
業
務
１
級

　
　
　
旧
検
定
の
交
通
誘
導
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
に
合
格
し
た
者

　
⑷
　
核
燃
料
物
質
等
危
険
物
運
搬
警
備
業
務
１
級
　

　
　
　
旧
検
定
の
核
燃
料
物
質
等
運
搬
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
に
合
格
し
た
者

　
⑸
　
貴
重
品
運
搬
警
備
業
務
１
級
　

　
　
　
旧
検
定
の
貴
重
品
運
搬
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
に
合
格
し
た
者

　
⑹
　
空
港
保
安
警
備
業
務
２
級
　

　
　
　
旧
検
定
の
空
港
保
安
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
又
は
２
級
に
合
格
し
た
者

　
⑺
　
施
設
警
備
業
務
２
級
　

　
　
　
旧
検
定
の
常
駐
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
又
は
２
級
に
合
格
し
た
者

　
⑻
　
交
通
誘
導
警
備
業
務
２
級
　

　
　
　
旧
検
定
の
交
通
誘
導
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
又
は
２
級
に
合
格
し
た
者

　
⑼
　
核
燃
料
物
質
等
危
険
物
運
搬
警
備
業
務
２
級
　

　
　
　
旧
検
定
の
核
燃
料
物
質
等
運
搬
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
又
は
２
級
に
合
格
し
た
者

　
⑽
　
貴
重
品
運
搬
警
備
業
務
２
級
　

　
　
　
旧
検
定
の
貴
重
品
運
搬
警
備
に
係
る
同
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
又
は
２
級
に
合
格
し
た
者

６
　
審
査
内
容

　
 　
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
種
別
の
警
備
業
務
に
関
す
る
知
識
及
び
能
力
に
係
る
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
（
学
科

試
験
は
実
技
試
験
の
前
に
行
い
学
科
試
験
に
合
格
し
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
実
技
試
験
は
行
わ
な
い
。）

７
　
事
前
申
込
み

　
⑴
　
受
付
専
用
電
話

　
　
 　
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
受
付
専
用
電
話
（
022－

224－
7311）

に
て
事
前
申
込
み
を

受
け
付
け
る
（
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
電
話
番
号
、
勤
務
先
、
前
記
５
の
審
査
対
象
者
に
該
当
す
る
項
目
に
つ
い

て
聴
取
）。
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⑵
　
受
付
期
間

　
　
 　
平
成
28年
10月
28日
（
金
）
か
ら
11月
４
日
（
金
）
ま
で
の
土
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
５
日
間
（
10月
28

日
か
ら
11月
２
日
ま
で
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　
　
　
な
お
、
受
付
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
期
間
内
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
。

８
　
申
請
手
続
き

　
　
事
前
申
込
み
に
よ
り
予
約
番
号
を
所
得
し
た
者
に
対
す
る
申
請
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
行
う
。

　
⑴
　
申
請
受
付
期
間
　
　

　
　
　
平
成
28年
10月
７
日
（
月
）
か
ら
同
月
11日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
⑵
　
申
請
書
の
提
出
先

　
　
 　
事
前
申
込
み
の
際
に
申
請
先
警
察
署
を
指
定
す
る
の
で
、
申
請
受
付
期
間
内
に
指
定
さ
れ
た
警
察
署
生
活
安
全

課
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
な
お
、
郵
送
及
び
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
な
い
。

　
⑶
　
提
出
書
類

　
　
ア
　
審
査
申
請
書
（
検
定
規
則
別
記
様
式
）
１
通

　
　
イ
　
旧
検
定
規
則
第
８
条
の
合
格
証
（
以
下
「
旧
検
定
合
格
証
」
と
い
う
。）
の
写
し
１
通

　
　
ウ
 　
写
真
（
申
請
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
3.0セ

ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
の
長
さ
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
。）
１
葉

　
　
エ
　
そ
の
他

　
　
　
ア
 　
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課
に
提
出
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
内
の
住
所
地
を
疎
明
す

る
書
面
１
通

　
　
　
イ
 　
属
す
る
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
生
活
安
全
課
に
提
出
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
営
業
所

に
属
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面
１
通

　
⑷
　
審
査
手
数
料

　
　
 　
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
12年

条
例
第
21号
）
第
２
条
第
１
項
の
表
第
70の
２
項
に
基
づ
き
、

4,700円
の
額
に
相
当
す
る
宮
城
県
収
入
証
紙
に
よ
り
申
請
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

９
　
審
査
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

　
 　
審
査
に
係
る
学
科
試
験
及
び
実
技
試
験
を
受
験
す
る
と
き
は
、
当
該
審
査
に
係
る
旧
検
定
合
格
証
を
持
参
す
る
こ

と
。

10　
そ
の
他

　
　
審
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
　
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

　
　
電
話
番
号
022－

221－
7171　

内
線
3054、

3055


